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平成27年度予算総額
（前年度比　約１.９％減）

139億4,061万5千円139億4,061万5千円139億4,061万5千円

下 水 道 事 業 特 別 会 計
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

９億１,３４３万８千円
２９億１,９９３万７千円
１８億７,０３０万６千円

３億５０９万４千円

住宅新築資金等貸付事業特別会計
し 尿 浄 化 槽 管 理 特 別 会 計
勢野北部用地整理事業特別会計

２,６４４万４千円
４７７万７千円

１億３,３６１万９千円

3月定例会
3月4日～3月13日

可決

普通会計予算　　７９億３,１８４万円

特別会計予算　　６０億８７７万５千円

※その他…地方譲与税・配当割交付金・
　地方特例交付金・財産収入など

歳入

その他 1.7%

地方交付税
27.4%

町税
27.1%

国庫支出金
12.1%

繰入金
9.6%

県支出金
6.6%

町債
6.1%

使用料及び
手数料
3.2%

地方消費税
交付金
2.3%

分担金及び
負担金
2.0%

諸収入 1.9%

歳入

一 般 会 計 ７７億６,７００万円

予備費
0.2%

歳出

人件費
20.4%

物件費
17.4%

補助費等
17.0%

扶助費
14.8%

繰出金
10.2%

普通建設
事業費
7.6%

公債費
7.1%

積立金
3.3%

維持補修費
2.0%
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主な
新規事業

文化センター施設整備
１億１,３５７万４千円

昭和60年に開館した文化ホールは、経年
劣化により客席の移動機能が故障

しており改修します。

家庭用燃料電池設置補助
２５０万円

新たに家庭用燃料電池コージェネレー
ションシステム（エネファーム）を

設置する方に対し、５万円
を補助します。

高齢者見守りメール配信
２９万６千円

行方不明になられた方を早期発見する
ため、事前に登録された住民の方等に

メール配信するサービスを
実施します。

「輝きと安らぎのあるまち」
更なる発展と充実を

「輝きと安らぎのあるまち」
更なる発展と充実を

「輝きと安らぎのあるまち」
更なる発展と充実を

不妊治療費助成
１５０万円

出産を望みながらも不妊に悩んでおられる方の
ために不妊治療にかかる費用の一部を１人に

対し年間最高５万円を限度として
助成します。

町制50周年事業準備業務
８５０万円

平成28年度の町制50周年記念事業に
向けて準備業務を実施します。



一

般

質

問

平
成
27
年
3
月
4
日
開
催

4

三郷議会だより　第211号

　掲載しております一般質問は、
通告書による質問に対して１回
目の回答の要旨を掲載していま
す。再質問やそれらに係る回答、
また掲載以外の質問等について
は、会議録に詳しく掲載してお
ります。
　会議録は議会事務局、町立図
書館において閲覧できますが、
発行時期等詳しくは議会事務局
にお問い合わせください。

本
町
に
は
、
重
症
心
身
障
が
い
者

の
方
が
８
名
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の

内
、
２
名
の
方
は
、
ご
自
身
の
状
態
に
あ

っ
た
県
外
の
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、３
名
の
方
に
つ
い
て
は
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
の
給
付
決
定
を
受
け
ら
れ
て
お
り
、

２
名
の
方
が
毎
月
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
と
の
３
名
の
方
は
、
在
宅
で
生
活
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

奈
良
県
内
で
重
症
心
身
障
が
い
者
に
対

応
で
き
る
施
設
は
、
東
大
寺
整
肢
園
、
奈

良
医
療
セ
ン
タ
ー
、
東
大
寺
光
明
園
、
バ

ル
ツ
ァ
・
ゴ
ー
デ
ル
、
や
ま
と
精
神
医
療

セ
ン
タ
ー
の
５
施
設
で
、
そ
れ
ぞ
れ
で
対

応
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

し
か
し
、
全
国
的
に
も
重
症
心
身
障
が

い
者
に
対
応
で
き
る
施
設
は
少
な
い
の
が

現
状
で
す
。
当
町
に
お
い
て
も
重
症
心

身
障
が
い
者
の
方
の
ニ
ー
ズ
に
、
即
時
に

対
応
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
施
設
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
は

あ
り
ま
す
が
、
医
療
機
器
等
の
設
備
面
や

医
療
体
制
の
確
立
な
ど
町
単
独
で
対
応
で

き
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
国
や
県
へ
施
設
の
確
保
等
の

要
望
な
ど
町
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、
土
砂
災

害
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
箇
所

に
加
え
、
大
和
川
が
氾
濫
し
た
場
合
の

浸
水
状
況
や
生
駒
断
層
帯
地
震
が
発
生
し

た
場
合
の
震
度
、
ま
た
避
難
所
や
心
構
え

な
ど
の
情
報
を
地
図
上
に
表
示
し
て
い
ま

す
。

　

本
年
２
月
に
奈
良
県
知
事
名
で
、
土
砂

災
害
警
戒
区
域
及
び
特
別
警
戒
区
域
を
新

た
に
指
定
し
た
旨
の
通
知
を
受
け
、
当

町
は
、
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
に
指
定
さ
れ
て

い
る
「
急
傾
斜
地
崩
壊
警
戒
区
域
」31
箇

所
、
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
急
傾
斜
地
崩
壊
特
別
警
戒
区
域
」
５
箇

所
、
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
に
指
定
さ
れ
て
い

る
「
土
石
流
警
戒
区
域
」29
箇
所
、
レ
ッ

ド
ゾ
ー
ン
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
土
石
流

特
別
警
戒
区
域
」
３
箇
所
、
ま
た
、「
地

す
べ
り
の
恐
れ
の
あ
る
区
域
」
５
箇
所
で

あ
り
ま
す
。「
地
す
べ
り
の
恐
れ
の
あ
る

区
域
」
は
、
近
々
、
全
て
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー

ン
に
指
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

土
砂
災
害
の
危
険
箇
所
に
対
す
る
中
・

長
期
的
な
予
防
対
策
に
つ
い
て
、
住
民
の

生
命
、
財
産
を
災
害
か
ら
守
り
、
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
は
、

行
政
の
重
要
な
責
務
で
あ
り
、
今
後
も
、

こ
れ
ら
の
区
域
の
重
点
巡
視
や
、
住
民
の

方
々
か
ら
も
情
報
を
い
た
だ
き
な
が
ら
状

況
把
握
に
努
め
、
ハ
ー
ド
対
策
と
ソ
フ
ト

施
策
の
充
実
を
図
る
た
め
に
も
、
県
と
の

連
携
を
更
に
強
化
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
ま
す
。

A

A

重症心身障がい者のショートステイ、
入所先の問題について

国や県に対し施設の確保等要望してまいります。

重症心身障がい者施設にショートステイまたは入所するのに施
設の定員がいっぱいで迅速に対応されないケースがあると聞い
ている。
奈良県内では東大寺整肢園、奈良医療センターがあるが、この
問題に全て対応できていると思えない。三郷町は、この問題に
対してどのように考えているのか。

ハード・ソフト両面の対策に向け検討してまいります。

災害の危険実状を示し、周知するためのハザードマップが作成され、
全戸に配布された。土砂災害の危険箇所が表示され、災害危険情報
が住民に分かりやすくなった。
マップを配布するだけでなく、土砂災害を未然に防止するための当
面の応急対策を含めた中・長期的な予防対策を進める必要があると
考えるが町の考えは？

土砂災害を未然に防ぐための応急対策を含めた
中・長期的な予防対策は

Q

Q
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　本会議・委員会開会当日、事務局に
て住所・氏名等を記入するだけで簡単
に傍聴できますので、お気軽にお越し
ください。
　傍聴・日程等の詳細は、議会事務局
までお問い合わせください。

TEL 43 − 7371

本会議・委員会を
傍聴しませんか

本会議・委員会を
傍聴しませんか

本会議・委員会を
傍聴しませんか
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平
成
26
年
度
の
三
郷
町
役
場
に
お

け
る
障
が
い
者
の
雇
用
率
は
、
雇

用
率
算
定
の
職
員
総
数
１
４
５
名
の
う

ち
、
身
体
に
障
が
い
を
持
つ
職
員
は
３
名

で
す
。
雇
用
率
算
定
に
つ
い
て
は
、
障
が

い
の
程
度
に
よ
り
算
定
基
準
が
設
け
ら
れ

て
お
り
、当
該
基
準
に
よ
る
雇
用
率
は
２
・

７
６
％
で
、
事
業
所
規
模
で
定
め
ら
れ
て

い
る
法
定
雇
用
率
２
・
３
％
を
上
回
る
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
法
定
雇
用
率
を
満
た
し
て
い
る

と
は
い
う
も
の
の
、
本
年
４
月
に
新
た
に

障
が
い
を
持
つ
職
員
を
１
名
採
用
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
今
後
に
つ
い
て
も
職
員

の
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、
計
画
的
な
障

が
い
者
雇
用
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
ま
す
。

　

次
に
、
障
が
い
者
雇
用
の
就
労
支
援
施

設
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
法
人
ち
い
ろ

ば
会
が
運
営
す
る
「
ち
い
ろ
ば
園
」
に
お

い
て
、
障
が
い
を
持
つ
方
々
の
就
労
施
設

を
開
設
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
25

年
３
月
末
で
運
営
形
態
を
変
更
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
後
は
町
内
に
障
が
い
者
の

就
労
施
設
が
現
存
し
な
い
の
が
現
状
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
、国
が
推
進
す
る「
地

域
経
済
循
環
創
造
事
業
」の
一
環
と
し
て

着
手
し
て
お
り
、
１
つ
目
の『
観
光
と
福

祉
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』で
は
、
地
域

で
発
生
す
る
生
ご
み
を
分
解
処
理
し
、
そ

こ
か
ら
発
生
す
る
液
体
肥
料
を
有
効
活
用

し
て
花
や
野
菜
の
苗
を
生
産
し
、
出
荷
・

植
栽
を
す
る
こ
と
で
観
光
に
も
つ
な
げ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
ま
す
。

　

２
つ
目
の『
農
と
福
祉
の
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』で
も
、
前
述
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
で
き
た
液
体
肥
料
を
活
用
し
、
イ
チ

ゴ
の
水
耕
栽
培
で
安
定
栽
培
を
目
指
す
と

と
も
に
、
将
来
的
に
は
イ
チ
ゴ
を
原
材
料

と
す
る
加
工
品
製
造
な
ど
６
次
産
業
化
も

視
野
に
入
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
ま

す
が
、
両
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
も
、
事
業
の

推
進
・
拡
大
に
は
従
事
者
の
確
保
が
不
可

欠
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
福
祉
と
の
連
携
」
の
観
点

か
ら
、
障
が
い
を
持
つ
方
々
に
も
働
く
場

を
提
供
す
る
こ
と
で
雇
用
の
創
出
に
繋
げ

て
い
く
こ
と
も
目
的
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
両
事
業

に
お
い
て
障
が
い
を
持
つ
方
々
に
も
新
た

な
就
労
の
場
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
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こ
ろ
で
す
。
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ザ
ー
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砂
災
害
の
危
険
箇
所
に
対
す
る
中
・

長
期
的
な
予
防
対
策
に
つ
い
て
、
住
民
の

生
命
、
財
産
を
災
害
か
ら
守
り
、
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
は
、

行
政
の
重
要
な
責
務
で
あ
り
、
今
後
も
、

こ
れ
ら
の
区
域
の
重
点
巡
視
や
、
住
民
の

方
々
か
ら
も
情
報
を
い
た
だ
き
な
が
ら
状

況
把
握
に
努
め
、
ハ
ー
ド
対
策
と
ソ
フ
ト

施
策
の
充
実
を
図
る
た
め
に
も
、
県
と
の

連
携
を
更
に
強
化
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
ま
す
。

平
成
27
年
第
１
回
（
３
月
）
定
例
会

そ
の
他
の
一
般
質
問

A

障がい者の雇用について
計画的な障がい者雇用を図ってまいりたいと考えます。

役場における障がい者の雇用率は？

障がい者の雇用を促進するための就労支援施設は現在本町には

ないが、今後どのように考えているか？

Q

☆
介
護
保
険
制
度
の
改
定
へ
の
対
応

は
？

☆
町
営
住
宅
の
不
正
入
居
へ
の
対
処

は
？

☆
1
校
に
1
名
の
専
任
の
学
校
司
書

の
配
置
を

☆
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
つ
い
て

☆
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
希
望
者
全

員
の
入
所
を

☆
不
登
校
生
徒
へ
の
指
導
に
つ
い
て

☆
介
護
制
度
の
改
革
に
つ
い
て

☆
障
が
い
者
の
虐
待
に
つ
い
て

☆
役
場
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
側
の
入
口
の

自
動
ド
ア
化
に
つ
い
て

☆「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
」

☆
「
勢
野
北
（
イ
ー
ス
ト
ヒ
ル
ズ
）

　

〜
美
松
ケ
丘
の
イ
ー
ス
ト
ヒ
ル
ズ

か
ら
の
進
入
路
入
口
に
立
看
板
設

置
を
」

☆
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
あ
た

り
町
の
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

☆
空
き
家
の
管
理
活
用
の
状
況
に
つ

い
て



常
任
委
員
会
の
主
な
報
告

議
案
第
15
号

三
郷
町
美
し
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
条

例
の
制
定
に
つ
い
て（

全
会
一
致
原
案
可
決
）
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総 務 建 設
常任委員会
総 務 建 設
常任委員会
総 務 建 設
常任委員会

▶開会日
　平成27年3月10日（火）
　　　午前9時30分～

文 教 厚 生
常任委員会
文 教 厚 生
常任委員会
文 教 厚 生
常任委員会

▶開会日
　平成27年3月5日（木）
　　　　　 3月6日（金）
　　　午前9時30分～

同
意
第
１
号

議
案
第
１
号

議
案
第
４
号

定
住
促
進
民
間
賃
貸
集
合
住
宅
家

賃
助
成
の
件
数
と
効
果
は
？

当
初
は
15
世
帯
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
２
回
の
募
集
を
か
け
た

と
こ
ろ
、
42
世
帯
の
申
し
込
み
が
あ
り

ま
し
た
。

　

事
業
を
始
め
る
時
の
デ
ー
タ
で
、
転

入
さ
れ
て
３
年
後
の
定
住
化
率
が
40
％

で
あ
り
、
助
成
の
結
果
50
％
に
な
っ
て

い
に
し
え
浪
漫
街
道
ツ
ー
デ
ー
ウ

ォ
ー
ク
に
つ
い
て

生
駒
郡
内
の
観
光
名
所
な
ど
を
巡

り
、
県
外
か
ら
も
多
く
の
方
々
に

ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
豊
か
な
歴

史
や
文
化
を
満
喫
し
て
い
た
だ
く
２
日

間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
郡
内

４
町
が
共
同
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

日
帰
り
コ
ー
ス
も
設
け
、
幅
広
く
ご

参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
協
議
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
す
。

　

空
き
缶
等
の
ポ
イ
捨
て
や
落
書
き
の

禁
止
、
飼
い
犬
・
飼
い
猫
等
の
ふ
ん
尿

の
適
切
な
処
理
な
ど
町
の
環
境
美
化
に

関
し
町
民
等
及
び
町
の
責
務
を
明
文
化

し
、
状
況
に
応
じ
関
係
者
に
対
し
助
言

又
は
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
規
定

を
設
け
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
条
例
は
、
本
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
し
ま
す
。

A

A

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
原
案
同
意
）

氏　
　

名　

瓜
生　

英
明　
　
　
　
　

住　
　

所　

奈
良
市
東
鳴
川
町
３
８
９
番
地

生
年
月
日　

昭
和
24
年
６
月
２
日

平
成
26
年
度
三
郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

（
全
会
一
致
原
案
可
決
）

平
成
27
年
度
三
郷
町
一
般
会
計
予
算

（
賛
成
多
数
原
案
可
決
）

お
れ
ば
継
続
し
、
10
％
の
伸
び
に
満
た

な
け
れ
ば
見
直
し
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q

Q

議
案
第
４
号

議
案
第
８
号

教
育
フ
ァ
ー
ム
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
の
指
導
・
協
力
の
も

と
、
小
学
生
に
給
食
材
料
と
な
る

タ
マ
ネ
ギ
の
苗
の
植
え
付
け
か
ら
収
穫

ま
で
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
、

生
産
者
の
喜
び
、
食
べ
物
の

大
切
さ
を
学
ん
で
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

A 平
成
27
年
度
三
郷
町
一
般
会
計
予
算

（
賛
成
多
数
原
案
可
決
）

平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算

（
全
会
一
致
原
案
可
決
）

Q

国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
の
流
れ

に
つ
い
て

医
療
制
度
改
革
骨
子
が
決
定
さ
れ
、

「
平
成
30
年
度
か
ら
都
道
府
県
が

財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
、
効
率

的
な
事
業
運
営
の
中
心
的
な
役
割
を
担

い
、
制
度
の
安
定
化
を
図
る
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
奈
良
県
が
「
県
内
の
統
一

的
な
国
保
の
運
営
方
針
を
定
め
、
市
町

村
事
務
の
効
率
化
や
広
域
化
等
を
促
進

す
る
」
と
さ
れ
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様

に
大
き
く
影
響
す
る
た
め
改
正
内
容
を

十
分
理
解
し
、
引
き
続
き
動
向
を
注
視

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
入
所
児
童
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
小
学
４
年
生
ま
で
の
募
集

人
数
が
入
所
定
員
を
上
回
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
待
機
児
童
を
な
く
す
た
め
、

三
郷
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
定

員
を
70
人
か
ら
１
０
０

人
に
、
三
郷
北
小
学
校

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

定
員
を
１
２
０
人
か
ら

１
４
０
人
に
増
員
す
る

た
め
改
正
し
ま
す
。

Q 

＆ 

A

A Q
議
案
第
25
号

三
郷
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
原
案
可
決
）

放課後児童クラブ放課後児童クラブ

Q 

＆ 

A

Q 

＆ 

A

Q 

＆ 

A
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事業視察
本年９月からの新学校給食センターの運営開始に
伴い施設を視察しました。

　
去
る
２
月
６
日
、
全
国
町
村

議
会
議
長
会
に
お
け
る
表
彰
及

び
３
月
20
日
、
奈
良
県
町
村
議

会
議
長
会
に
お
け
る
表
彰
を
次

の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

受  

賞

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

奈
良
県
町
村
議
会
議
長
会
長
表
彰

深木　健宏議長
全国町村議会議長会表彰
（議員15年以上）

奈良県町村議会議長会長表彰
（議長３年以上）

久保　安正議員
全国町村議会議長会表彰
（議員15年以上）

山田　勝男議員
奈良県町村議会議長会長表彰

（議員15年以上）

4
日　

第
１
回
定
例
会
本
会
議

5
日　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

6
日　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

9
日　

上
下
水
道
特
別
委
員
会

10
日　

総
務
建
設
常
任
委
員
会

13
日　

総
務
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

本
会
議

17
日　

三
郷
中
学
校
卒
業
式

18
日　

南
畑
幼
稚
園
卒
園
式

　
　
　

例
月
現
金
出
納
検
査

20
日　

三
郷
・
三
郷
北
小
学
校
卒
業
式

　
　
　

奈
良
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期

　
　
　

総
会

24
日　

王
寺
周
辺
広
域
市
町
村
圏
協
議
会

　
　
　

王
寺
周
辺
広
域
議
長
会

25
日　

西
部
保
育
園
卒
園
式

1
日　

勢
野
北
美
松
ケ
丘
線
開
通
式
典

6
日　

西
部
保
育
園
入
園
式 

8
日　

三
郷
中
学
校
入
学
式

　
　
　

生
駒
郡
町
村
議
会
議
長
会

9
日　

三
郷
・
三
郷
北
小
学
校
入
学
式

10
日　

南
畑
幼
稚
園
入
園
式

16
日　

例
月
現
金
出
納
検
査

３ 

月
４ 

月

４月１日、町道勢野北美松ケ丘線の供用開始
に伴い開通式典が開催されました。
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平成27年第1回（3月）三郷町議会定例会
3月4日（水）～3月13日（金）

	 議　　　　　　案	 審議結果	 付託委員会
同意第 1 号	 監査委員の選任につき同意を求めることについて	 全会一致原案同意	 総務建設常任委員会
諮問第 1 号	 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて	 全会一致不適任	 総務建設常任委員会
	 	 ※退席議員を除く	
承認第 1 号	 平成26年度三郷町一般会計補正予算（第5号）の専決処分について	 全会一致原案承認	 総務建設常任委員会
議案第57号	 三郷町家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の制定につ	 全会一致修正可決	 文教厚生常任委員会
	 いて	
議案第 １ 号	 平成26年度三郷町一般会計補正予算（第6号）	 全会一致原案可決	 全 　 委 　 員 　 会
議案第 2 号	 平成26年度三郷町下水道事業特別会計補正予算(第3号)	 全会一致原案可決	 上下水道特別委員会
議案第 3 号	 平成26年度三郷町介護保険事業特別会計補正予算（第5号）	 全会一致原案可決	 文教厚生常任委員会
議案第 4 号	 平成27年度三郷町一般会計予算	 賛成多数原案可決	 全 　 委 　 員 　 会
議案第 5 号	 平成27年度三郷町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算	 賛成多数原案可決	 総務建設常任委員会
議案第 6 号	 平成27年度三郷町し尿浄化槽管理特別会計予算	 全会一致原案可決	 上下水道特別委員会
議案第 7 号	 平成27年度三郷町下水道事業特別会計予算	 全会一致原案可決	 上下水道特別委員会
議案第 8 号	 平成27年度三郷町国民健康保険特別会計予算	 全会一致原案可決	 文教厚生常任委員会
議案第 9 号	 平成27年度三郷町介護保険事業特別会計予算	 賛成多数原案可決	 文教厚生常任委員会
議案第10号	 平成27年度三郷町後期高齢者医療特別会計予算	 賛成多数原案可決	 文教厚生常任委員会
議案第11号	 平成27年度三郷町勢野北部用地整理事業特別会計予算	 全会一致原案可決	 総務建設常任委員会
議案第12号	 平成27年度三郷町水道事業会計予算	 全会一致原案可決	 上下水道特別委員会
議案第13号	 三郷町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支	 全会一致原案可決	 文教厚生常任委員会
	 援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める	
	 条例の制定について
議案第14号	 三郷町地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定める条例	 全会一致原案可決	 文教厚生常任委員会
	 の制定について	
議案第15号	 三郷町美しく住みよいまちづくり条例の制定について	 全会一致原案可決	 総務建設常任委員会
議案第16号	 三郷町防犯カメラの設置及び運用に関する条例の制定について	 全会一致原案可決	 総務建設常任委員会
議案第17号	 三郷町議会委員会条例の一部改正について	 全会一致原案可決	 総務建設常任委員会
議案第18号	 三郷町行政手続条例の一部改正について	 全会一致原案可決	 総務建設常任委員会
議案第19号	 三郷町情報公開条例及び三郷町個人情報保護条例の一部改正について	 全会一致原案可決	 総務建設常任委員会
議案第20号	 三郷町職員定数条例の一部改正について	 全会一致原案可決	 総務建設常任委員会
議案第21号	 三郷町議員報酬等審議会条例の一部改正について	 全会一致原案可決	 総務建設常任委員会
議案第22号	 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改	 全会一致原案可決	 総務建設常任委員会
	 正について	
議案第23号	 教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部改正につ	 全会一致原案可決	 総務建設常任委員会
	 いて	
議案第24号	 一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について	 議長裁決原案可決	 総務建設常任委員会
議案第25号	 三郷町放課後児童クラブ条例の一部改正について	 全会一致原案可決	 文教厚生常任委員会
議案第26号	 三郷町保育料等徴収条例の一部改正について	 全会一致原案可決	 文教厚生常任委員会
議案第27号	 三郷町介護保険条例の一部改正について	 賛成多数原案可決	 文教厚生常任委員会
議案第28号	 三郷町農業公園信貴山のどか村の設置及び管理に関する条例の一部改正	 賛成多数原案可決	 総務建設常任委員会
	 について	
議案第29号	 町営水道の業務に従事する企業職員の給与の種類及び基準に関する条例	 全会一致原案可決	 上下水道特別委員会
	 の一部改正について	
議案第30号	 三郷町道路線の廃止について	 全会一致原案可決	 総務建設常任委員会
議案第31号	 三郷町道路線の認定について	 全会一致原案可決	 総務建設常任委員会
報告第 1 号	 損害賠償の額の決定に係る専決処分の報告について	 報　告　受　理	 総務建設常任委員会
報告第 2 号	 平成26年度町道勢野北美松ケ丘線舗装その他工事（社会資本総合整備事	 報　告　受　理	 総務建設常任委員会
	 業）請負契約の契約金額変更に係る専決処分の報告について	

　
　

夢

　

背
中
よ
り
大
き
な
ピ
カ
ピ
カ

の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
、
い
か
に
も

誇
ら
し
く
背
負
っ
た
新
一
年
生

の
姿
に
、
思
わ
ず
微
笑
み
立
ち

ど
ま
る
こ
の
ご
ろ
で
す
。
こ
の

子
達
は
何
を
考
え
、
ど
の
よ
う

な
気
持
ち
で
、
ま
た
夢
を
持
っ

て
学
校
へ
行
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
一
方
、
目
を
街
の
外
へ

向
け
る
と
、
こ
ち
ら
は
真
新
し

い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
一
年
生
。
会
社
の
新

人
研
修
を
終
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の

職
場
が
決
ま
り
今
ま
さ
に
人
生

の
も
っ
と
も
夢
と
希
望
に
満
ち

あ
ふ
れ
た
時
間
で
し
ょ
う
。
夢

が
か
な
っ
た
人
、
ま
た
逆
に
予

期
せ
ぬ
職
種
、
職
場
へ
と
配
属

さ
れ
、
こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ

た
と
思
う
人
そ
れ
ぞ
れ
で
し
ょ

う
。

　

ま
さ
に
人
生
は
、
悲ひ

き喜
交こ

も
ご
も交

で
す
。
ど
ん
な
仕
事
で
あ
ろ

う
と
腐
る
こ
と
な
く
、
し
っ
か

り
と
人
生
の
光
を
見
つ
め
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。○山

1ねん 1ねん


